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研

「豊かな自己実現を目指す生徒の育成 （９年次）究 」

一人ひとりの学習到達度をより高める指導法の工夫主

題

「自己実現」とは、より高い価値、つまり理想の自己を目指すことであるとと

らえ、そのための指導方法、援助のあり方を探求することをこれまで校内研究で

主 進めてきました。

また、平成１４年度からの新学習指導要領の完全実施に伴い、学力向上に努め

題 ると同時に、生きる力を育むことを目指し、自ら学び自ら考える力の育成を図る

とともに、個性を生かす教育の充実を探ってきました。

1 14設 平成 ３年度、評価規準及び評価基準を明示した年間指導計画の研究、平成

（ ） （ ）年度の規準に基づいた発展学習場面 チェレンジ ・補充学習場面 フォローC F

定 の学習場面設定（ＣＦ計画）の研究というように 「自己実現」の前提となる基、

、 。 、礎・基本の習得 確実な学力の獲得に向けて研究を積み上げてきました しかし

の 評価規準・基準設定のさらなる適正化や、生徒個々の到達度や習熟度、つまずき

に応じた指導には改善の余地、課題が残っております。

理 そこで、今年度は評価と指導の一体化を目指した単元構成、授業の改善を目指

し、２カ年の研究成果を土台とし 「ＣＦ計画」の深化・細分化・発展を通して、、

由 生徒一人ひとりの確かな学力の獲得を目標として、研究主題及びサブテーマを設

定した。

研

究 『各教科の単元及び授業のＣＦ場面において、生徒個々に応じた指導法や指導形

の 態を工夫することによって、一人ひとりが自らの学習課題を把握し、意欲的で

仮 効果的な学習活動を展開し、より確かな学力を身につけるであろう 』。

説



（１）評価規準・基準の適正化と指導過程の工夫

①生徒が到達目標を明確に持ち、意欲的に学習活動を展開するための学習目標

研 の焦点化及び評価規準・基準の適正化を図る。

②より確かな学力を身につけさせる指導過程の工夫を行う。

究

（２）形成的評価の在り方とＣ・Ｆ場面での指導法の工夫

の ①形成的評価後の指導法・指導形態の工夫を行う。

、 。②生徒が到達度を自ら把握し 次の課題を見つけられる評価活動の工夫を行う

内

（３ 「道徳 「学級活動」指導の充実） 」

容

（４ 「総合的な学習」の実践課題の研究）

１節（４月～６月）

・研究主題等、今年度の取り組み検討

・各教科、今年度の研究内容の検討

２節（６月～８月）

・研究主題、仮説、具体的方策、研究計画等の細案検討・決定

・研究についての勉強会（夏期休業中）

研 ①目標・指導・評価の一体化をねらった指導過程作成

②各教科の研究内容、具体的方策等の検討

究 ・ 月 日、 月 ･ 日 教科部会…各教科の研究について6 18 7 1 8

３節（９月～１０月）

計 ・授業研究会

・各教科での実践（通年）

画 ４節（１０月～１月）

・授業研究会

・各教科での実践

・今年度の研究の評価

・研究のまとめ

５節（１月～３月）

・次年度研究計画

・研究紀要の発行


